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研究成果の概要：　本研究は、高等学校でのグローバル教育プログラム（事前学習、海外体験学習、事後学習）
を生徒の受容の在り方や、その後の進路や職業選択への意味付けを「グローバル・シティズンシップ育成の観点
から検討した。研究の方法として、事前学習の資料や海外体験学習後の生徒のふりかえりの記述の検討と、卒業
生のライフストーリーインタビューを採用し、卒業生がどのようなグローバル・シティズシップを獲得したのか
考察した。研究の結果として、卒業生は自らの行動規範や進路選択において、グローバル・シティズンシップを
プログラムの目的を超えて多様に意味付けており、その行動変容のタイミングも様々であることが明らかになっ
た。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、高等学校でのグローバル・シティズンシップ教育プログラムの生徒の受容について、ライフストー
リーを用いて長期的な視点からミクロなレベルで分析する実証的・質的な研究として学術的意義がある。また本
研究の事例では、通年での事前学習と海外体験学習による包括的なプログラムが、グローバル・シティズンシッ
プと自らの生き方とのつながりを見出す学習を促すことを明らかにした点で、教育的・社会的意義がある。
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様 式 Ｃ－４１ 
 

 
１．研究の目的 
 
 文部科学省は大学でのグローバル人材育成事業に加え、高等学校においても平成 26年度から
グローバル・リーダーの育成を図る「スーパーグローバルハイスクール（SGH）」事業を実施し
ている。SGHでは、学習活動において課題研究のテーマに関する国内外のフィールドワークの
実施が構想されているが、中等教育における海外での体験の学習のインパクトに関する研究は
これまでなされていない。本研究は、高等学校でのグローバル教育プログラム（事前学習、海
外体験学習、事後学習の内容を含む）を生徒がどのように受け止め、その後の進路や職業選択
に意味づけを与えているのか、グローバル・シティズンシップ育成の観点から明らかにするこ
とを目的とした。 
 具体的には、慶應義塾高等学校で 2010年度から 4年間実施した「高大連携による国際協力プ
ログラム―カンボジアでの体験学習を中心に―」を事例とし、生徒のプログラム受容と、中等
教育での海外体験学習を中心とした包括的なグローバル教育プログラムの在り方を検討した。 
 
 
２．研究成果 
 
 研究の方法としてまず、分析枠組の抽出のため、グローバル・シティズンシップ教育の研究
動向を整理した。その上で、事前学習の資料（プロジェクト学習、プレゼンテーション、講演
会の感想など）と海外体験学習後の生徒のふりかえりの記述の検討と、卒業生のライフストー
リーインタビューを採用し、卒業生が獲得したグローバル・シティズシップはどのようなもの
であり、日常生活やその後の活動の中にどのように位置づけているのか考察した。 
 まず、先行研究においては、「変容的な学習」は快適な空間を離れ、罪や恥の感覚を伴うとき
に起こることが指摘されてきたが、本研究ではこうした強い衝撃を感じなくてもプログラム後
も問題意識を持ち続け、留学や海外インターンシップ、社会貢献活動や社会企業といった活動
へと行動を起こした例が、インタビューを実施した 13 人のうち半数以上に見られた。また、海
外体験学習の最中や直後だけではなく、時間がたってから感情をゆすぶられ思考や行動の変化
に至る卒業生もおり、必ずしも教師が想定したタイミングで変容的な学習が起こるのではない
ことが明らかになった。 
 次に、先行研究においては、中等教育でのグローバル・シティズンシップ教育は、ともすれ
ば生徒の日常生活やアイデンティティからはかけ離れた規範的なシティズンシップの学習に陥
り、そのことが人権問題や社会問題のダイナミックな様相を捉えにくくする側面があること、
さらには、中等教育でのグローバル教育はカリキュラムや試験の制約により、グローバル・シ
ティズンシップに含まれる人権や平和といったテーマにじっくり取り組むことが困難であると
いう指摘がなされてきた。しかし本研究の事例では、通年での事前学習における歴史、文化、
言語といった対象国に関するプロジェクト学習、大学教員による途上国の政策研究の講演や
NGO 職員の講演、クメール語や英語の講座といった学びを基礎に、海外体験学習ではポルポト
時代の影響、現在の選挙制度の問題、人権抑圧を見聞きし、毎晩の振り返りミーティングで疑
問や思いを共有、議論した。海外体験学習では、生徒は、異文化体験に加え民主主義や権利擁
護の問題を体感したことにより、その後の人生の選択に何らかの意味付けを行い、卒業後の進
路選択、職業選択や行動指針につなげていったことが見いだされた。 
 最後に、卒業生は異文化理解、グローバル経済への参加、社会的な活動への参加といったグ
ローバル・シティズンシップの様々な視点を、個々のこれまでの経験や自らの日常生活の文脈
に合わせて獲得しており、その学びはプログラムの構想や実践の目的を超えて多様であること
が明らかになった。 
 本研究は一つの学校の課外学習の事例であり、卒業要件や大学進学とは関係がないプログラ
ムであるため、自由意志に基づく点でモチベーションが高い生徒集団であった点に、研究の限
界がある。一方、プログラム参加者には、異文化理解や社会問題に極めて関心が高い生徒のみ
ならず、部活をやめて時間があるからという理由や友達に誘われたからという理由で参加した
生徒も半分以上おり、必ずしもモチベーションが高くない生徒を巻き込むプログラムを考える
一助ともなっている。また、試験・受験の時期への配慮や、継続性のある課外授業として設定
することにより生徒に気持ちの余裕が生まれ、グローバル・シティズンシップ教育の目的が実
現しやすくなることも示唆された。 
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